神戸モスク、サフル
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に近づくという意味
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に近づくという意味
イマーム･ムフセンはこの講義の題名に、「wasilat（例wasail）」（アッラー[image: image2.emf]

に近づく方法という意味）を使っています。これはアッラー[image: image3.emf]

 が私達に彼に近づくように命令する時に使われた言葉です。アッラー[image: image4.emf]

 は、私達に彼に近づくように命令しました。；35. あなたがた信仰する者よ，アッラーを畏れ自分の義務を果してかれに近づくよう念願し，かれの道のために奮闘努力しなさい。あなたがたは恐らく成功するであろう。；食卓章(アル・マーイダ)5:35　私達は、アッラー[image: image5.emf]

 に近づく方法を心の中で探している全ての兄弟姉妹達に、聖クルアーンとアッラー[image: image6.emf]

 に愛されている預言者ムハンマド[image: image7.png]&)



の言行を通して、彼が私達に従うように命令した正しい方法を説明することにより、助力したいと思っています。何世紀もの間、人類は彼らの創造者アッラー[image: image8.emf]

に近づく方法を探していました。アッラー[image: image9.emf]

の御慈悲により、アッラー[image: image10.emf]

は、彼が許可した道に人類を導くために彼の預言者を遣わし、彼が禁じた道に対し人類に警告をしました。それは人々が、偶像や神との仲裁者として振舞う人に熱中していたからです。アッラー[image: image11.emf]

に相対者をたてることは、唯一であり唯一の創造者で維持者であられる彼が許さないと定められた大罪です。；57. かれらが祈っている神々でさえ，主に接近することを願っている。誰が最もアッラーの喜びに近づけるのかと。なお，側近にいるものでも，かれの慈悲を待望し，懲罰を恐れている。本当に主の懲罰こそ，用心すべきである。；夜の旅章(アル・イスラー17:57　私達の主を怒らすことを避けるために、私達が従う道と避けるべき道ををはっきりとさせなければなりません。アッラー[image: image12.emf]

は、彼自身と彼の奴隷（創造物）の間にどのような仲裁者も認められません。；186. われのしもべたちが，われに就いてあなたに問う時，（言え）われは本当に（しもべたちの）近くにいる。かれがわれに祈る時はその嘆願の祈りに答える。それでわれ（の呼びかけ）に答えさせ，われを信仰させなさい，恐らくかれらは正しく導かれるであろう。；雌牛章(アル・バカラ)2:186　時々自分の宗教の知識が足りないムスリムは、非合法な方法でアッラー[image: image13.emf]

に近づこうと努力しています。預言者ムハンマド[image: image14.png]&)



は、アッラー[image: image15.emf]

に近づくために、間違った方法を使うことを避けるように私達に警告しています。なぜなら、それは私達をシルク（アッラー[image: image16.emf]

に相対者を作ること）に導くかもしれないからです。；3. 信心の誠を尽して仕えるのは，アッラーに対し当然ではないか。だがかれを差し置いて（他に）保護者を求める者は，「わたしたちがかれら（神々）に仕えるのは只わたしたちがアッラーの御側に近づくためである。」（という）。本当にアッラーはかれらの異なる点について，必ずその間を裁決なされる。アッラーは，虚偽で恩を忘れる者を御導きになられない。;集団章(アッ・ズマル)39:3　

道に誤らないための詳しい助言は、イマーム･ムフセンの講義No.2、「聖クルアーンとスンナの正しい理解の仕方。道に誤らないために」をご覧下さい。
この講義の中で犯した私達の過ちをアッラー[image: image17.emf]

が御許し下さり、この講義がアッラー[image: image18.emf]

への道に人々を導き、益すものとなりますように祈ります。アーミン。
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